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関 係 法
法 律
Ao』
,., 
o恩給 法等の一部を 改正する 法律（51)
( ：�1;) 
6 ・ 3
o昭和42年度以後に おける国家公務 員共済組合
等 からの年金の額の改定に 関する法律等のー
部を 改正する法律（52)
政 令
0恩給給与規則jの一部を改正する政令( 1 36)
0恩給 法の 一部を 改正する法律 附員lj第24条第5
項 及 び第1 1項の服務 期間等並びに 同 法 附則第
43条の 2第l項の外国特殊機関の職 員を 定 め
る政令の一部を 改正する政令( 1 37)
o国家公務 員共済組合 法施行令の一部を改正す
る政令（ 173)
0昭和42年度以後に おける国家公務 員共済組合
等からの年金の額の 改定に 関する法律施行 令
の一部を 改正する政令( 174)
0日本学 校安全会 法鳩行令の一部を 改正する政
令（ 20 8)
o国家公務 員共済組合 法lこよる 年金の額の改定
に関する政令を廃止する政令（ 2 10)
府 令
0思給給与細則の 一部を 改正する 総理 府令（総
理 34)
0恩給法等の一部を改正する 法律の施行に 伴う
恩給 年額の改定手続等に 関する総理府令（ 同
35) 
規 則
0俸給の調整額の一部を改正する規則（人事院
9 - 6 ) 
0計算証明規則の一部を 改正する規則（会計検
査院 2 )
0俸給の特別調整額の一部を 改正する規則（人
事院 9 - 17) 
告 示
0昭和 51年度に おい て社会教育主事の講習を行
う機関 ， 講習の期間並びに受講者の人数 及 ぴ
選定の 方法等を 告示（文部120)
0大学 の設置等の認可申請に 係る書類の様式 及
び提出部数の一部を改正する件（同 12 9)
学 内 規 則
富山大学文理学部規則の一部改正
富山大学 文理学 部規則の一部を 改正する規則を次のとおり 制定する。
昭和51年7 月27 B 
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富山大学文理学部規則の一部を改正する規則
富山大 学 文理 学部規則（ 昭和26年 9月 7日制定 ）の 一部を次のように 改 正する。
別表 （ 1) 理 学科の表 中 ， 生物学専攻の項を次の ように改 める。
専 攻 科 目 関 連 手ヰ 目
0必修科目 6 1単位 0必イ｜妻科目 10単位
細 胞 且寸ιー 2単 位 物 理 学 概 論 5単位
遺 子Aん 2 II 化 学 概 圭”ιll1l 5 II 
系 統 品子丸ユ 3 II 0選択科 目 2単位
生 動 物 形 態 学 1 II 次の科 目の うちから 選択す る
発 生 学 2 II 1也 学 概 苦岡ム町U 5単位
植 物 形 態 学 1 II 天 然 物化 学 2 II 
動 物 生 理 学 3 II 
植 物 生 理 学 3 II 
生 肯lg 学 3 II 
公 書 科 学 II 
陸 水 学 2 II 
放 射 線 生 物 学 1 II 
物 細 胞 学 実 験 2 II 遺伝 学 実 験 2 II 
発 生 学 実 験 2 II 
動 物形態学 実 験 2 II 
植 物形態学 実 験 2 II 
系 統 学 実 験 2 II 
生 浬 学 実 験 4 II 
生 態 学 実 験 2 II 
陸 水 学 実 験 2 II 
学 臨 海 実 験 2 II 卒 業 さ日きム岡 文 15 II 
0 選択科目 10単位
次の 科 目の うちから選択す る
生 物 学 概 論 5単 位
形 態 学 特 論 2 II 
系 統 学 特 論 2 II 
動 物 生理 学特論 1 II 
植 物 生理学 特論 1 II 
実 験 形 態 学 1 II 
専 細 胞組織 分化 学 1 II 
細 胞 学 特 論 1 II 
｛放 生 物 学 1 II 
生 化 且寸aー． 2 II 
生 体 高分子 学 2 II 
応 用 生 物 学 1 II 
海 洋 生 物 学 1 II 
高山 生 物 学 1 II 
気 象 調 節 学 1 II 
攻 環 境 生 物 学 1 II 
実 験形態学 実験 1 II 
細胞組織分化 学 実験 1 II 
公害科学 実 験 1 II 
放 射線 生 物学 実験 1 II 
日十 7 1単 位 E十 1 2単 位
� 、 E十 84 単 位
第16 8号
自由選 択 科 目
1 単 ｛立
備考 物理 学概論 ，化 学概論， 生物学概論 及 び地 学概論各 5単位に は ，それぞれ 実験 1単位を含むものとする 。
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別表 （2 ）理学専攻科の表の生物学課程中
「｜環 境 生 物 学｜ I 4 I」 を 「｜環境生物学特論｜
「｜環境生物学特論｜ I 4 I」 の次に 「｜生 態 学 特 論｜
「｜系 統 学 特 論｜ I 4 I」 の次に 「｜分 類 学 特 論｜
「｜生 物化学特 論｜ I 2 I」 を向lj I） 、
「｜代 謝 調 節 学｜ I 2 I」 を 「｜代 謝 生 理 学｜
附 則
第168号
4 I」 に改め 、
4 I」 を加え 、
2 I」 を加え 、
2 I」 に改め る。
1 この規則は， 昭和51 年1 0月 1 日から施行する。 ただし， 別表 （2 ）の改正については， 昭和52年4月 1 日か
ら施行する。
2 昭和5 0 年度 以前の専門教育課程移行者については， なお従前の例による。
富山大学低温液化室規則の制定
富山大学低温液化主規則を次のとおり制定する。
昭和51年 7月27日
富山大学低温液化室規則
（設 置）
富山大学長 林 勝次
第1条 富山大学 （以下「本学jとし寸。 ）に， 液体窒素及び液体ヘリウムの製造並びに その配分を円滑にして
研究及び教育の推進を図るため， 富山大学低温液化室 （以下「液化室」というの）を 置く。
（業 務）
第2条 液化室は， 次に掲げる業務を行う。
(1) 液体窒素及び液体ヘリウムの製造と配分
(2) その他必要な事 項
（職 員）
第3条 液化室に室長及びその他必要な職員を置く。
2 室長は， 本学教授， 助教授又は講師のうちから第4 条の運営委員会が推せんし， 学長が命ずる。
3 室長の任期は， 2 年とする。 ただし， 再任を妨げない。
4 室長は， 液化室の監督指導に当たる。
5 職員は， 液化室の業務に従事 する。
（運営委員会）
第4条 液化室の運営を円滑にするため、 本学に富山大学低温液化室運営委員会 （以下「運営委員会jという。 ）
を置く。
2 運営委員会の組織及び運営等については， 別に定める。
（管 理）
第5条 液化室の事務は， 当分の問， 経理部主計課において行う。
附 貝IJ
1 この規則は， 昭和5 1 年 7月27日から施行する。
2 富山大学液体窒素製造装置室規則 （昭和44年10月20 日制定， 以下「旧規則」とL寸。 ）は廃止する。
3 この規則施行の際， 現に旧規則第3条第 1項の室長である者は， この規則第3条第 1 項の室長として在任す
るものとし， 任期は， 同条第3項の規定にかかわらず昭和53年6月14日までとする。
富山大学低温液化室運営委員会規則の制定
富山大学低温液化室 運営委員会規則を次のとおり制定する
昭和5 1年 7月27日
富山大学低温液化室運営委員会規則
（趣 旨）
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富山大学長 林 勝次
昭和51年6月・7月号 学 報 第168号
第1条 この規則は， 富山大学低温液化室規則第4 条第2項の規定に基づき，富山大学低温液化室運営委員会（以
下「委員会Jという。）の組織及び運営等に関し， 必要な事項を 定める。
（審議事項）
第2条 委員会は， 次の各号に掲げる事項を審議する。
(1 ）低温液化室 （以下「液化室」という。）の運営に関すること。
(2 ) 室長の推せんに関すること。
(3) その他液化室に関する重要事項。
（組 織）
第3条 委員会＇i， 次に掲げる委員を もって組織する。
(1）室長
(2 ) 各学部及び教養部の教官各 2 名
(3) 附置研究所の教官1 名
(4 ）事務局長
2 前項第 2 号及び第3号の委員は， 各学部長， 教養部長又は附置研究所の長の推せんに基づき， 学長が命ずる。
3 前項の委員の任期は， Z年とする。 ただし， 補欠の委員の任期は， 前任者の残任期間とし， いずれも再任を
妨げない。
（委員長）
第4条 委員会に委員長を置き， 委員長は， 委員の互選とする。
2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。ただし， 委員長に事故あるときは， 委員長の指名した委員が
その職務を 代行する。
（議 事）
第5条 委員会は， 委員の2 分のl以上の出席により成立し， 議事は， 出席委員の過半数を もって決する。 fこだ
し， 可否同数のときは， 議長がこれを 決する。
（専門委員 ）
第6条 専門の事項を 調査研究するため必要があるときは， 委員会に専門委員を置くことができる。
2 専門委員は， 本学の教職員のうちから， 委員会が推せんし， 学長が命ずる。
（庶 務）
第7条 委員会の庶務は， 経理部主計課において処理する。
附 則
1 この規則は， 昭和51年 7 月 2 7 Bから施行する。
2 富山大学液体窒素製造装置運営委員会規則（昭和44年10月20 日制定 ， 以下「旧規則」という。〉は廃止する。
3 この規則施行の際， 現に旧規制第3条第1 項第 2 号及ぴ第3号の委員並びに第4 条第1項の委員長は， この
規則第3条第1項第 2 号及び第3号の委員並びに第4 条第l項の委員長として在任するものとする。
4 前項の委員の任期は， 第3条第3項の規定にかかわらず， 同条第 1項第 2 号 の委員については昭和52年10月
19日まで， 同項第3号 の委員については昭和53年6月6日までとする。
諸
AQ宮
議
〈審議事項〉
( 1 ）昭和5 1年度特別昇給（教官）の配分について
( 2 ）教官人事について
(3）昭和52年度概算要求について
(4）昭和52年度入学試験問題作成主任委員について
( 5 ）昭和52年度富山大学入学者選抜方法等並びに学力検
査実施教科・科目について
昭和51年度第4回評議会（ 7月27日）
ζ審議事項〉
(1）教官人事について
昭和51年度第3回評議会（ 7月 2日）
C報告事項〉
(1）昭和5 1年度国立大学長会議及ぴ国大協第58回総会に
ついて
(2 ）昭和52年度富山大学大学院薬学研究科（修士課程）
及び工学研究科（修士課程）学生募集要項について
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(2） 富山大 学文 理 学部 規則の一部 改正 につい て
( 3） 富山大 学低温液化室規則並び に 富山大 学低温液化室
運営委員会 規則の制定 につい て
報
第16 8号
(4）昭和51年度 学 内 当初予算配分方針に つい て
(5） 学 生の懲成 につい て
人 事 異 動
異
区
動
分 発 令年 月日 氏 名 発 令前の 所属官 職 異 動 内 ，廿宮、． 発 令者
採用 5 1 .  6 . 1 市川 敏 弘 助手（薬学部 ） 富山大学長
I 51 6 16 新 井 文 男 講 師（教育 学部 ） 助教授（教育 学部 ） 文 部 大臣
昇任
51 7 . 1 神 田 睦 夫 文 部技官（工 学部） 助手（工学部 ） 富山大学長
転任 5 1 .  7 . 1 τg 国 光 則 文部事務官（庶務部庶務課） 文部 朝長官（文部 省管理局教育施設部 勢鳴）文部 大臣
併任 51. 6 . 30 吉 田 光 則 文部事務官（庶務部庶務課） 文 部 省管理局 教育方自設部 契約課併任解除 文 部 大臣
事
代理務 51 . 7 . 7 植 村 元 覚 教授（ 経済 学部）
休 職 51. 7 . 1 国 屋世 ー 文部技官（薬学部自動車運転手）
辞 職 51 7 . 16 伊 東 与三次 教育学部庶務 係長
学 内 諸 報
和漢薬研究所長の改選
大浦彦吉 所長の任期が昭和51年7 月31 日 に満了する こと
に伴い，和漢薬 研究 所教授会は 6 月2 9日 に次期 所長候補者
の選挙を 実施し ， 難波恒雄教授を選出した。
難波教J受は ，昭和 2 9年 3月大阪大学を卒業し ，引き続き
同大学大学院 薬学 研究科に進み， 阿部年4月大阪大学助手 ，
同45年 2 月同大学講師を総 て，何年3月富山大学教授とな
り 今 日 に至っ て いる 。
この間「漢薬附子・烏頭煩の 生薬学的 研究」で 学f立を取
得 ，以来和漢薬を主とした 生薬類の基源 ， 品質， 成分など
の研究 に従事し ， 東南アジア ，ネパール， アフリカなど 10
附属図書館工学部 分館長事務 代理 免 文部 大臣
休 職（期間5 1.7 .1～51 .12.21) 富山大学長
砕職 富山大学長
教か国 にわたり比較民族薬 物の研究 及 び薬用植物並び に市
場生薬の調査を行っ て いる 。
行l当部 門は資源開発部 門 ， 専攻は生薬学 ，薬用植物学，
薬学 博士 ，広島県出身
教育学部附属養護学校長の選挙
昭和51年4 月1日教育学部附属養護学校が新設され， 去
る 7 月2 1 日 に初代校長候補者の選挙が行われた結果 ， 頭川
徹治 教授が選出された。
踊川教授は ，昭和 10年3月 日 本体育会体操学校高等科を
卒業後兵役，同20年6 月高岡工業専門 学校助教授 ， 同26年
3月富山大 学助教授 ，阿40年7 月同大 学教授 となり現疫 に
至っ ている 。
専門は体育 実技 ， 富山県出身
海外渡航者
氏 名｜ 所 属｜官 職｜ 渡航の種類 渡 航 先国 目 自句 期 間
佐藤 清雄｜教養部｜教 授｜海外 研修旅行 アメリ カ 合衆国 国 際応用磁気会議で 学術 講演の
I si .6i 4 
51. 7 .  3 ！ため
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西ドイツ，スイス，オー
長谷 純一｜薬学 部｜教 授｜外国出張｜ ストラリア，フランス， にヨーロ に i
第1 0 回国 際
究ッ
生
発
パ化
表
各学大
及
学
会
び
議
調
・研査
出
研
席
究 並所究
び 51. 6. 3 0 
エジフ。ト おいて研 51. 8. 11 
西
オ
イギ
ド
リス，フランス
竹内豊三郎｜文 理学 部｜教 授｜外 国 出張｜ イツ，ポル イ
トガル
ランダ，スペン 席
第 イ6 回リ 国 際
触媒会カ 議触媒及 会ぴ議
第 5
出回
｜
｜I 
51 . 7. 8 
ベ ヤアメリ に I 他 51. 8. 2 
小橋 恭一｜薬学 部｜助教授｜外 国 出張｜フランス，西ドイツ ｜ 研第 10
研
発回表
究
国
交
際及
生化学 会議 に各お い学て
5 1. 7. 9 究 び ヨー ロッパ大 I で の 流のため 5 1. 7. 3 0 
塚野 州ー｜教育学 部 ｜助教授 ｜第2 1 回国 航哩学会議 出席のため 5 1. 7. 16 海外研修旅行 フランス 51 .  7. 2 7  
教育学 部
中山 法遂｜ 教 諭 海外研修旅行 メキシコ メキ シ コ 文化遺績の 実地研究と
51 . 7. 1 9  
附属中学校 現代メキ シ コ美術 の研修
質
ソヴィエト連邦
すT
， オース
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学内レクリエーション
惨卓球大会（個人戦）
実施月日 6月19日（土） 午後l時
場 所 小体育館
入 賞
（男子） 優 勝 古川 和 男（工学部）
次 勝 飛弾知巳郎（図書館）
第3 位 能手 哲治（工学 部）
第 4位 松井 博文（庶務部）
第5 位 柴田 利治（工学 部）
第 6位 東 敏 （ II ) 
（女子） 優 勝国分みより（薬学 部）
砂聖子球大会
実施月日
場 所
入 賞
次 勝 高尾 貢（庶務部）
7月 6B （火）～ 7月23 日（金）
五福グランド，工学 部グランド
優 勝 文理 学 部チムー
次 勝 経済・図書・短大チーム
言ト 報
｜文部技官田屋世ー逝去｜
薬学 部文 部技官田屋世一氏は，食道癌のため富山 市民病
院に入院加療中のところ 7月13 日逝去されました。
享年4 7オ
ここ に謹しんで哀悼の意を表します。
く新任者〉
薬学部
職 貝
助 手 市川 敏弘
〈住所変更〉
経済学部
文部事務官大西 圭造
（作業員長）
工学部
助教授 坂井 純一
助 手 長谷川 淳
教養部
教 授 河野 昭一
助 教 授 鴨野 幸雄
議 師 中村 哲夫
II 田中 節男
和漢薬研究所
教 J受 荻田 善一
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昭和51年6月・7月号 学
主 要 日 誌
｜本 部｜
6月1 - 2日 昭和51年度国立大学施設担当部課長会議
（於 青山会館）
2日 昭和51年度試験問題実施研究打合せ（於 東京
大学）
3～4日 国立学校及ぴ所轄機関等庶務部課長会議
（於 一橋講堂）
4 日 学園ニュース編集委員会
放射性同位元素総合実験室運営委員会
7 日 国立大学学生部次長協議会（於 千葉大学）
8 ～ 9 日 昭和51年度国立大学学生部次長課長会議
（於 一橋講堂）
10日 第4回補導協議会
労務管理研究会（D研） （於 金沢商工会議所）
10～11日 薬学系国立大学事務局長会議（於 徳島大
学）
14日 X線間接撮影
国立大学保健管理センタ一所長会議（於 東京
学士会館）
1 5日 富山大学液体窒素運営委員会
1 7日 計算センター運営委員会
18日 昭和52年度入学者選抜方法研究委員会及び同入
学試験管理委員会合同会議
1 9日 昭和51年度学内卓球大会
21日 社会教育主事講習運営委員会
昭和51年度文部省共済組合北陸地区運営委員会
（於 福井大学）
22日 放射性同位元素総合実験室運営委員会
22～23日 国大協第四回総会（於 教育会館）
23日 富山大学レクリエーション委員会
24日 国立大学長会議（於 教育会館）
25日 国大協第25団事務連絡会議（於 教育会館）
26日 第26回北陸三県大学学生交歓芸術祭運営委員会
（於 富山大学学生会館）
28日 学園ニュース編集委員会
29日 富山大学施設整備委員会
7月2日 第 3回評議会
4 日 北陸三大学体育大会（於 福井大学）
5 日 富山大学社会教育主事講習開講式
6～23日 昭和51年度部局対抗野球大会
報 第1 68 号
10日 親和会レクリエーション
1 2日 金沢大学辰の口共同研修センター運営協議会
（於 金沢大学）
15日 第 2 回事務協議会
26日 第1回富山大学廃水処理室運営委員会
27 日 第4 回評議会
昭和52年度入学者選抜方法研究委員会
27～29日 人事院中部事務局給与実務担当者研修会（於
富山大学）
28日 学寮補導委員会
30日 北陸地区文部省共済組合体育大学（於 福井大
学）
｜文理学部｜
6月6 日 真率会レクリェーション（立野ヶ原）
7日 選考委員会（国語学）
9日 教授会
文学科紀要委員会
11日 X線間接撮影
1 6日 学部教育実習委員会
23 日 教授会
人事教授会
30日 文学科教官会議
7月 7日 文学科懇話会
文学科紀要委員会
9日 立山研究室運営委員会
10日 各学科専攻科前学期授業1 3週終了
1 2日 文学科教官会議
14日 教授会
21日 立山研究室開設
6月l自 社会教育主事講習打合せ会
2 日 教務委員会
全国国立大学教員養成学部事務長協議会（於
山口大学）
5 日 日本分折化学会中部支部幹事会
7 日 日本教育大学協会北陵地区評議会（於 新潟大
学）
9日 教務委員会
補導委員会
教授会
- 7 一
昭和51年6月・7月号 学
附属幼稚園研究協議会
9 ～10日 日 本教育大学協会第二部会理事・常任理事
評議員（於 東京学芸大学）
10日 健康診断
日 本教育大学協会理事会（於 東京学芸大学）
11日 附属中学校研究協議会
日 本教育大学協会代議員（於 東京国立博物館）
12日 体育学会理事会発表会
16日 予算委員会
1 7～18日 日本教育大学協会北陵地区第二部会
音楽（於 信州大学）
美術（於 福井大学）
21日 附属学校プール聞き
24日 昭和51年度春季全国国立大学教育学部長会議
（於 新潟大学）
30日 教授会
教務委員会
補導委員会
7月6 日 日 本教育大学協会附属学校検討委員会
10日 北陸言語セミナー
14 B 人事教授会
16日 紀要編集委員会
17日 附属幼稚園終業式
21日 教授会
人事教授会
附属養護学校長選挙
学部授業終了
附属中学校終業式
23日 附属小学校終業式
附属養護学校終業式
呉山会役員会
24日 日本化学者会議
一部一
一学一
一済一
一経一
6月l日 第4 回教務委員会（持 回り）
9日 日 本海経済研究所運営委員会
第3 回教授会
16日 経営学科会議
18日 学部敷地一斉除草
21日 第5 回教務委員会
23日 第4 回教授会
26日 研究報告会
7月2 日 定期健康診断
7日 第6 回教務委員会
報
第168 号
第4 回補導委員会
第5 回教授会
14日 第7 回教務委員会（持 回り）
1 5日 前学期授業13週終了
学術講演会（於 3番教室）
ぼ」
6月2 日 教授会
9日 教授会
14日 学部図書委員会
1 7日 大学院構想検討委員会（第1固）
談話会（研究討論会）
23日 教授会
薬学研究科委員会
24日 共同利用研究施設装置管理運営委員会
26日 薬学会北陸支部昭和51年度総会
同第42回例会
7月1日 大学院構想検討委員会（第2凹）
7日 教授会
薬学研究科委員会
13日 大学院構想検討委員会（第3 回）
14日 教授会
20日 教伎会
30日 大学院構想検討委員会（第4 回）
l-=--!_!BJ 
6月10～11日 第14 回中部圏国立工業大学工学部事務協議
会（於 工学部会議室）
1 5日 教官選考委員会
16日 専任教授会
研究科委員会
工学部教職員厚生事業運営委員会
18日 連合大学院委員打合せ会
23日 高岡消防署定期査察
28日 高岡消防署今定期査察
北陸信越地区工学部長懇談会（於 福井大学）
7月13日 専任教授会（持 回り）
1 5日 工場運営委員会
16日 紀要委員会
21日 教授会
研究科委員会
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6月l 日 教養部改革小委員会
2日 教授のみの教授会
9日 教授会
17日 紀要委員会
7月7 日 教授のみの教授会
12日 教務委員会
前学期授業1 3週終了
15～17日 補講
24日 金沢大学教養部との交歓野球（於 金沢大学教
養部）
｜和漢薬研究所｜
6月1日 昭和52年度概算要求事項事情説明（於 本部）
2～3日 第35回文部省所絡ならびに国立大学附置研
究所長会議（於 東京学士会館）
4日 第27回文部省所轄ならびに国立大学附置研究所
事務長会議（於 東京学士会館）
7 日 開所記念日
開所2周年記念スピーチ
「中国雑感」 大浦所長
「遺伝学について」
開所記念祝賀会
8 日 第 3回教授会
X線間接娠影
9 日 研究科委員会（於 薬学部）
10日 共通機器工a作室小委員会（於 薬学部）
16 日 大学院博土課程検討委員会（於 薬学部）
定期健康診断（内診）
荻田教授
17日 第4回教授会
23日 研究科委員会（於 薬学部）
24日 共通機器委員会（於 薬学部）
25日 昭和51年度科学研究費補助金（一般研究 A) 
交付申請打合せ会
走査型電顕機種選定委員会
26 日 日本薬学会北陸支部昭和51年度総会（於 薬学
部）
29日 所長候補者選挙
第 5回教授会
報
第16 8号
7月 3日 文部省所轄および国立大学附置研究所長会議連
絡委員会（於 東京学士会館）
6 日 荻田教授の遺伝学講座
遺伝医学シリーズ 1 「染色体異常症」
7 日 研究科委員会（於 薬学部）
X線直接撮影
1 0～11日 職員レクリェーション（下呂温泉）
12日 荻田教授の遺伝学講座
遺伝医学シリーズ 2 「あなたはなにを遺
f云するか」
1 3日 第6 回教授会
30日 第7回教授会
｜附属図書館｜
6 月 3 ～ 5 日 国立大学図書館協議会総会・理事会（於
名古屋ターミナルホテル）
9 日 X線間接撮影
1 0日 事務打合せ会
7月1日 事務打合せ会
2日 定期健康診断
21日 事務打合せ会
｜経営短期大学割
6月 9日 昭和5 1年度後援会総会
15日 教授会（第4回）
25日 昭和51 年度（第16回）国立短期大学協議会定期
総会（於 虎ノ門共済会館）
29日 教授会（第 5回）
7月12～18日 集中講義
15日 入試委員会（第l回）
17～18日 昭和5 1年度厚生補導特別企画学生研修会
（於 金沢工業大学穴水湾自然学苑）
19～20日 補講
21日 夏季休業
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